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⽬次 
1.  

ルールのもとにたのしんで百科事典を編集しましょう！ 
2.  

ウィキペディアでは，だれでも⾃由に書き換えられ，ほかのページにリンクしや
すいシステムで百科事典を編纂しています（書いたものはずっと残ります） 

3.  

あたかも本のなかの存在を報告するかのように書くことが客観性の秘訣です 
4.  

ウィキペディアに書かれたものは，だれもが⾃由に使えるものになります。表現
の丸写しなどで他者の著作権を侵害することはしないように気をつけましょう 

5.  

構成は真似をするのが⼀番です 
6.  

視覚の効果は絶⼤です。⽂章の補⾜として，視覚障碍者の⽅などに配慮しつつ，
画像は積極的に利⽤しましょう 

7.

これであなたもウィキペディア・マスター！ 
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1 百科事典としてのウィキペディア 
ひとことで：ルールのもとに，たのしんで百科事典を編集しましょう！ 

(1) オープンなコミュニティ ウィキ
(2) ⾃治 (3) フリーなもの

 

 

 

2 オープンなコミュニティによるフリーな百科事典 
ひとことで：ウィキペディアでは，だれでも⾃由に書き換えられ，ほかのページにリンクし
やすいシステムで百科事典を編纂しています（書いたものはずっと残ります） 

インターネットに繫げられればだれでも編集できる

ボランティア・コミュニティが各ウィキペディアを
運営

 

ページごとに編集履歴

 

 

3 中⽴性と検証性 
ひとことで：あたかも本のなかの存在を報告するかのように書くことが客観性の秘訣です 

⽂献を調べて分ったことのみを，な
にを調べたか分るようにして，うまくまとめる必要  
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4 著作権に注意！ 
ひとことで：ウィキペディアに書かれたものは，だれもが⾃由に使えるものになります。表
現の丸写しなどで他者の著作権を侵害することはしないように気をつけましょう 

ライセンス
⾃分が書いた⽂章以外は投稿しないようにしましょう  

著作物の丸写しは著作権侵害です

⽂献をまとめるときは，適切に要約・引⽤をしましょう  

著作権侵害が確認されたページは削除されます  

 

5 構成の仕⽅ 
ひとことで：構成は真似をするのが⼀番です 

 

 

ウィキプロジェクトなどでテンプレートが⽤
意されているところからスタートするのはよい案  

 

6 画像の効⽤ 
ひとことで：視覚の効果は絶⼤です。⽂章の補⾜として，視覚障碍者の⽅などに配慮しつつ，
画像は積極的に利⽤しましょう 

写真はいろいろな⾓度からこまめに撮って，説明の補⾜とし
て有効に  
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7 ウィキ便覧 
ひとことで：これであなたもウィキペディア・マスター！ 
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